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論文内容の要旨

〔目的〕

肝が血奨各種遊離脂酸を摂取し利用している乙とは知られているが，この過程で肝が脂酸を選

択するか否かは明らかにされていない。従来乙の問題に関し，血奨各種遊離脂酸の門脈ー肝静脈

差，また動脈ー肝静脈差を測定し，摂取率を比較することにより検討されているが，血奨各種遊

離脂酸の濃度の相違，また血奨エステ Jレ脂酸の加水分解により生じる各種遊離脂酸及び肝から放

出される各種遊離脂酸の影響を受け，血奨各種遊離脂酸の摂取率の比較は困難である。そ乙で本

論文では，肝主要脂質分画の脂酸構成が血奨遊離脂酸を反映しているか否かを比較し，肝が血奨

各種遊離脂酸を選択的に摂取する可能性を検討するとともに，前述した肝による血奨各種遊離脂

酸の摂取率に影響を及ぼす諸因子を除外した条件で各種遊離脂酸の摂取率を比較することにより，

肝による各種遊離脂酸の選択的摂取について検索した。このため，肝へ流入する液中の組成を任

意に作成しうる摘出肝濯流法を用い二，三の工夫を行なった。

〔方法ならびに成績〕

① 血奨遊離脂酸及び肝主要脂質分画の脂酸構成の比較

白鼠の血楽ならびに肝脂質を Folch 抽出した後，シリカゲJレH薄層クロマトグラフィーに

より主要脂質分画を分離し，それらの脂酸構成をガスクロマトグラフィーにより測定した。ま

た肝トリグリセリドと燐脂質を合せた分画の脂酸構成を， トリグリセリドを Van Handel-

Zirbersmit 法，燐脂質を Dryer 法で測定し，それぞれ前述した方法で求めた脂酸構成を持っ

たトリグリセリド及びレチチンとみなして算出した。肝遊離脂酸分画の脂酸構成は血奨遊離脂

酸を反映しなかった。また肝トリグリセリド，燐脂質分画の脂酸構成及びそれらを合せた分画

の脂酸構成も血奨遊離脂酸と一致しなかった。
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⑨ 白鼠摘出濯流肝による各種遊離脂酸の摂取実験

各種遊離脂酸の濃度の相違によるそれらの摂取率えの影響を除外するため，濯流液中の主要

遊離脂酸濃度を等しくした。また濯流中それらの濃度を維持するため高濃度の遊離脂酸を点滴

追加した。濯流液中の総遊離脂酸濃度を Dole 法，その脂酸構成をガスクロマトグラフィーに

より測定したが， 90分間の潅流中主要遊離脂酸濃度はほぼ等しく維持された。

濯流液中のエステノレ脂酸の加水分解 lとより生じる各種遊離脂酸が，肝え流入する各種遊離脂

酸の摂取率に影響することをさけるため，洗糠血球と人工液を用いて瀧流を行なった。 90分間

の濯流中，濯流液中のトリグリセリド濃度を Van Handel-Zirbersrnit 法で測定したが遊離脂

酸に比し無視しうる量であった。

肝より放出される各種遊離脂酸が，肝え流入する各種遊離脂酸の摂取率に影響しないよう，

混在する主要遊離脂酸のそれぞれー積のみ C14 で標識した液を一定時間間隔で順次門脈カテ

ーテノレえ一回注入し，それらの摂取率を測定した。門脈カテーテノレえ注入した放射能及び肝か

ら流出した放射能をガスフローカウンターで測定し，その差と門脈カテーテノレえ注入した放射

能の百分比を本実験における 1-C14 標識遊離脂酸の摂取率とした。 各遊離脂酸共 l乙肝から流

出した放射能の等しい比率が肝後において採取され，これらの値により算出した摂取率により

各夜遊離脂酸の摂取率を比較しえた。 1-04 標識ノマノレミチン酸 (2.93士 0.078 平均土椋準誤差，

%/g 肝湿重量)及びリノール酸 (30.5士 0.160) の摂取率はステアリン酸(1 .89士 0.054) 及び

オレイン酸(1 .98士 0.216) の摂取率より明らかに大きかったほく0.01) 。

なお肝，滞流開始から 1-04 原識遊離脂酸の摂取率を測定するまでの時間及び脂酸の頼類の

三因子をラテン方格法にもとづ、いて配置し，肝及び濯流時聞による 1-0 4 牒識遊離脂酸の摂取

率えの影響を検定したが，明らかな影響を認めなかったほ:>0.05) 。

〔総括〕

⑦ 肝主要脂質分画の脂酸構成はいずれも血奨遊離脂酸と一致せず，肝が血奨各種遊離脂酸を選

択的に摂取する可能性を認めた。

⑨ 白鼠摘出肝滞流法を用いる乙とにより，肝による各種遊離脂酸の摂取率に影響を及ぼす消因

子を除外して，肝え流入する各積遊離脂酸の摂取率を測定，比較しえた。

⑨ 肝え流入したパノレミチン酸，ステアリン酸，オレイン酸及びリノ{ル酸は，アノレプミンの結

合力にのみ支配されて肝に摂取されたわけでなく，肝がこれらの遊離脂酸を選択的に摂取する

事実を認めた。

④ なお，本実験で用いた白鼠摘出諜流肝は，遊離脂酸の摂取実験中，一定した遊離脂酸摂取能

を示した。

⑦ また，本実験で用いた 1-04 標識遊離脂酸の肝えの一回注入法は， 各種遊離脂酸の摂取率

を比較しうるのみでなく，その後の追跡実験を単純化しうる方法を考えられる。
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論文の審査結果の要旨

血奨各種遊離脂酸の摂取率に影響を及ぼす諸因子を除外してラット肝による各種遊離脂酸の摂

取率を測定した。

パJレミチン酸及びリノーノレ酸の摂取率はステアリン酸及びオレイン酸の摂取率よりも明らかに

大きく，ラット肝が各種遊離脂酸を選択的に摂取する事実を認めた。

なお，ラット摘出濯流肝は一定した遊離脂酸摂取能を維持する事実を明らかにしえた。
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